_ 務用油だき可} i 形ヒータ 
熱風式直火形 


スポットヒーター 


KH5-30 (50Hz) 
KH6-30 (60Hz) 



取級説明書) 


このたびは、弊社スポットヒーターをお買い上げ頂きまして誠にあ y がとラごさいます。 

ご使用前には必ず取扱説明書をお読みください。なお、取扱説明書は、大切に保管してください。 
この製品は、海外ではご使用になれません。 

USE ONLY IN JAPAN. 







【安全上のこ•注意】 

♦ご使用になる前に安全上のご注意を良くお読みにな y 正しくお使いください。 

♦ここに示した注意事項は、守らないと、人身事故や物的損害、火災に结 y つく重大な内容を記載しています。 
♦読み終わつたあとは、お使いになる方がいつでも見られる場所に保管してください。 

【表示と意味】 


A 危険 

使用を間遺った場合に、人が死亡、または、重傷を負う危険または、火災の危険が差し迫つて生じることが 
想定される内容を表記しています • 


A 警告 

使用を間遠った場合に、人が死亡、または、重傷を負う危険、物的損害、火災の危険性が想定される内容を 
表記しています。 


A 注意 

使用を間遠った場合に人が傷害を負ラ危険性、物的損害の発生が想定される内容を表記しています。 


※企注意の撋に記載した事項でも、状況によっては重大な事故に結びつく危険性があ y ます。 

安全にご使用していただくために、いずれの注意も必ずお守 y ください。 

※取扱上の危険についてすべての状況を予測することはできません。ここに記載している注意事項以外にも 
十分な配慮をしてご使用ください。 


囡記号の例 

囡記号の意味 

Q 

禁止 

行為の禁止を示します。 

❶ 

強制 

行為を強制 • 指示する内容を示します。 

A 

注意 

注意を促す内容を示します。 


a 危険 

• ガソ ij ン等の揮発性の高い油は絶対に使用しないでください • 火災の危険があります • 

㉘ 

•可燃性の気体を発生するもの（シンナー•ガソリン•ガス等）を使つている場所や、置いて 
ある場所では、ヒーターを絶対に使用しないでください。引火して爆発•火災•ヤケドの 
原因とな y ます。 

㊃ 

•使用中は必ず定期的 （1 時間に1*2囡）に換気を行い新鮮な空気を補給してください • 
換気が行えない場所での使用はしないでください。酸素が不足し、不完全燃焼にな y 、 
一酸化炭素中毒になるおそれがあ y ます • 


mm 

























A 警告 



スプレー缶等の密閉容器を過熱しないでください。また、熱の当たる 
等の密閉容器を匾かないでください • スプレー睹が爆発し、ケガや事 a 


ヒーターを使用している場所で、スプレー缶製品を使用しないでください。スブレー缶に 
使用されているガスには引火性のものがあ y 、 火災•爆発の危険があ y ます。ま/£、スブレー 
製品の粒子によ y 、 不完全燃焼を招く危険があります • 


可燃性粉塵（紙くずや木くず、繊維くず等）が発生する埋所では使用しないでください。 
ヒーター内にそれらが吸い込まれると加熱され、火の粉となつて吐き出され、火災、ヤケドの 
原因にな y 危険です • 


空気取 y 入れ□や、吐出□をふさがないでください • ふさぐと、異常燃焼や火災の原因に 
なります。 


燃焼中や、消火後約30分は吐出□周辺は高温になつていますので触れないよラ注意して 
ください。ヤケドやケガの危険があ y ます。 


改造は絶対にしないでください。故陣 • 火災の原因にな y 大変危険です。 


雨や、雪、水がかかるところや、湿度の高いところでは使用しないでください。感電する 
おそれがあ y ます。 


•点検や、お手入れの際は必ずスイッチを切 y 、 差込ブラグを抜いて行つてください。電源 
スイツチを入れたまま点検*お手入れをすると感電や思わぬ事故につなが y 危険です。 










燃焼中は、火災防止のため、スポットヒーターの近くに物を置かないでください。スポット 
ヒーターの吐出□前方 2.5 m 以上、空気取入□後方 2 m 以上、上方向 2 m 以上、左右 2 m 以上の 
空間を維持してください。 


吐出口前方 2.5 m 以内に遮へい物を匾かないでください.異常燃焼や火災の原因になし」ます， 


雨•水•雪等のかかるところ、湿度の高いところでは使用しないでください • また濡れた手で 
探作しないでください • 感電の危険があります。 


搮高が高い所 （ iooom 以上）では空気が薄くな y 着火、燃焼ができない場合があ y ますので 
こ‘注恵ください。 


■ 運転中、機械の調子が悪^つ；£し丄におい • 煙等異常に気付いたときは、直ちに使用を中止し、 
販売店に連絡してください。 



A 


















•ヒーターを使用するときは、床面が高温にな5ないよラに注意してください。火災の原因 
になります。 


•移動する際は、必ず火を消した状態で移動して<ださい • 火がついたまま移動しますと、 
転倒等によ y 、 ヤケドや火災の原因にな y ます。 


• ヒーターの吐出□にダクト等を接続しないでください • 異常燃焼や火災の原因になります。 


•給油時は必ずヒーターの運転を停止し、消火を確認してか5行ってください。火がつい;£ 
まま給油しますと、火災の原因にな y ます • 


•使用電源は銘板に表示してある電圧でご使用ください。表示電圧以外で使用しますと、火災や 
異常燃焼•感電*故陣の原因にな y ます。 


• 周波数は銘扳に表示してある周波数で必ず使用してください。指定以外の周波数で使用すると 
異常燃焼 • 故陣 • 火災の原因にな y 大変危険です。 


•感電防止のだめ、必ずアース（接地）接続をしてご使用ください。未接続での使用は感電の 
恐れがあ y ます。 


•電源コードは大切に扱ってください。差込プラグを抜くときは、電源コードを持たずに 
差込プラグを持って抜いてください。 


•電源コードを引っ張つ my 、 折り曲げたり、加工した y 、 乱暴に扱わないでください。感電や 
ショートの原因にな y ます。 


• 点火操作後は吐出□に顔等を近づけないでください。ヤケドの危険があ y ます。 


• 消火探作後は火が完全に消えたことを確認するまで、離れないでください • 


•差込ブラグをコンセントに差し込む前に、スイッチが切れていることを確認し、使用後、 
及び停電の際には、必ずスイツチを切って差込プラグを抜いてください • 


•使用しないとき、または、保管の際はお子様の手の届かない場所に保管してください。 
また、雨や湿気のかかる場所は避けてください。 



















•長期間使用しないときまたは、修理依顆•保管•廃棄の場合は、必ずタンクの油を空にして 
ください。 


•ヒーター使用時の周囲溫度は、一 20 t ： 〜40ででご使用ください。周囲の溫度が40で以上に 
な y ますと、ヒーターが加熱され、故»•火災の原因にな y ます。 


•消火する際は必ずスイツチを切 y 、 適転ランプが消灯してから、差込プラグを抜いてくださ u 
差込プラグを抜いて消火しないでください 〇 


•ヒーターは床面が不安定な壩所、傾斜している場所では使用しないでください。まだ、 
近くに不安定な積荷のある壩所や、階段 • iwr 口（避鼸口）、部屋の出入口では使用しないで 
ください。 


• ヒーターは、風の強いところや、溫気の多いところ、ほこり（粉塵）や金厲紛の浮遊して 
いる壩所では使用しないでください。また、人の移動の«窖となる埋所では使用しないで 
ください0 


. ヒーターは必ず専門の業者に依親して廃棄してください。不法投棄は法律で禁止されています。 


• ヒーターを缀渡する壩合は、必ず取扱锐明書を添付してください。 


•灯油 （ JIS 1 号）以外の油（ガソ u ン•経油等）は絶対に使用しないでください0 


•変質! a 油（ひと夏持ち越しの *7 油や、保管状態が a 切に行われていない灯油）不純灯油 
(水やオイル等灯油以外の物が混入）の使用はおやめください。機器の故陣や異常燃焼、 
不完全燃焼の原因にな y ます。 


• 吐出□側を上げすぎると後側のエアー抜き管から油が出ますので、注憲してください。 
タイヤを利用しての移動の際は、吐出側の上げを20度以下の角度で移動してください 0 


•危表示までの注入は、滬度による n 油の膨張等で、こぼれる危険があ y ますので、絶対に 
しないでください。 


• 車に積んで逼ぶ塌合は、油タンクに入つている灯油を給油ポンプ等で抜いてください。 
灯油を抜かないと輸送時の振動等で xt 油が漏れ出すおそれがあ y ます0 


















♦動物飼育施設で使用する場合は' P 1 〜 P 4 の安全上のご注意の他に、特に以下のことに注意してご使用 
ください。 


•家畜がヒーターにぶつか y 、 ヒーターを倒した y 、 壊した y すると火災の原因にな y ます。 
また、対震装鼉が作動し、予期せぬ消火によ y 、 家畜が凍死する恐れがあ y ますので、 
ヒーターに家畜が近づかないよう柵等を設置して、十分ご注意ください。 


•長い時間、温風に接しますと、家畜が低音ヤケド、脱水症状をおこす恐れがあ y ます。 
ヒーターに家畜が近づかないよラ、柵等を設 s して、十分にこ•注恿ください。 


. 败きわらや' おが屑等の可燃物が^い場所では、败きわらや、おが屑を取り除き' 通常使用の 
空間 (2.5 m ) 以上の空間をあけ十分注憲してご使用ください • 


•換気が不十分にならないよラに、1時間に1〜2回は換気してください • 無人にな y ますと、 
換気が不十分にな y 、 酸欠や一酸化炭索中毒を起こし、家畜が死亡する恐れがあります • 






高さ 47.5 cm X 幅 26 cm X 奥行 54 cm 吐出口4»15. 


暗發音 45 dB A 特性高さ1 m 距離 1.5 m にて測定 


吐出□ルーパー角度上下各17度 


対震自動消火装置 • 炎監視制御装置 • 過熱防止装置 
過負荷保護装置 • 油切れ検知装置 • 停電安全装置 


※改良等のため、製品の仕様及び外器を予告な<変更することがあ y ます。 
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w ……過負荷保護装置（ヒューズボックス） 
X ……対震自動消火装置 

































装置の名前 


装置が作動したときの処匿 


対震自動消火装置 

炎監視制御装置 

過負荷保護装置 

過熱防止装匾 

油切れ検知装 S 

停電安全装置 




燃焼中に、地震や本体に®擊を受けると火災防止の 
だめに、自動的に霣気回路を遮断して燃焼を停止さ乜 
消火します。 

(蓄報ランブ（赤色）が点灯し、逢転ランブ （ S 色）が 
点滅します。約3分圃フアンが動いだ後、運転ランブが 
消灯し停止します。） 

ヒーターの周辺に異常がないか確認し、運転 
ランブが消«した後、逢転スイッチを「切」にし、 
その後、点火技作を行ってください。 

点火および燃焼中の失火をし、郷離を麵して、 
自動的に消火します。 

(蓄報ランブ（赤色）が点灯し、運転ランブ（繰色）が 
点滅します。約3分围フアンが動いだ後、運転ランブが 
消灯し、停止します。） 

原因を取し」除いだ後、ヒーターの周辺に異常が 
ないか確認し、運転ランブが消灯しだ後、運転 
スイッチを「切」にし、その後、点火揉作を 
行ってください。 

たときに、本体 mo ヒューズが 
溶断して燃焼を停止させます。 

(本体内の®路が全て遮断しますので、ランブ等の 
表示はされません。） 

原因を取し」除き、ヒューズを交換してから点火 
揉作を行ってください。ヒューズの交換方法は 
pii トラブルの原因と対策を参照してください。 

燃焼商の温度が異常に上昇しだ時、安全のだめ、霣気 
回路を連断して、燃焼を停止させ、消火します。 

( S 報ランブ（赤色）が点灯し、運転ランブ（嫌色）が 
点滅します。約3分間フアンが動いだ後、運転ランブが 
消灯し、停止します。） 

ヒーターが冷えてから異常の原因を取 y 除き、 
点火 g 作を行ってください。 

油タンクの灯油の置が減少すると、油切れ検知装匾が 
作動して、燃焼を停止させ消火します。 

(塞報ランブ（赤色）が点灯し、通転ランブ（嫌色）が 
点滅します。約3分間フアン:^いた後、通転ランプが 
消灯し、停止します。） 

通転ランブが消灯し、運転スイッチを切ってか5 
灯油を給油してください。 

停®後に®源が復帰してち、自動的に逼転が再两する 
ことを防止します。 

ra ランブ（赤色）運酝^ンブ撇）が 

点滅します。） 

再通®後、通転スイッチを「切」にし、その後、 
点火揉作を行ってください。 

同時に過熱防止装 B が作動している塌合は通®復帰後、 
室報ランブのみ（赤色）が点灯します。 

過熱防止装 a が作動し;5場合は、ヒーターが 
冷えてか5上記揉作を行ってください。 







































♦ご使用前の準備 


•ガソリン等の揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。 

•給油は必ず、ヒーターの運転を停止し、消火を確認してから、給油してください。 

• 灯油は必ず JIS 1 号灯油を使用してください。変質灯油 • 不純灯油は使用しないでください。 
•給油は必ずストレーナーをつけ;£状態で行つてください。 


參燃料（灯油）が入つていない場合 

〇給油方法 

•本体差込プラグをコンセントから抜き、運転スイッチが「切』になつていることを確認します。 

• 本体を水平で安定した埋所に■きます。 

•給油口のキヤッブを外します。ストレーナーにゴミがついていないか点検してください 0 ついていた埋合は、容器に 
灯油を入れストレーナーを洗つてください。 

※ストレーナーを洗つた:) j 油はタンクに戻さないでください。故®の原因にな y ます。 

• タンク内に水や、ゴ5が入つていないか点検してください。入つていた埋合は油タンクの插除をしてください。 
(播除方法は【保守と点検】を参照） 

•ストレーナーを取 y 付け c 状態で油鼉計を見なが5灯油 （ JIS 1 号）をこぼさないよラ注惠しながら灯油ポンプで、 
油量計の針が满表示になるまで、 w 油を給油します。また、給油中に灯油がこぼれだ場合は、ウェス等で必ず 
拭き取つてください。 

※危表示までの注入は、温度による:):了油の膨張等で、こぼれる危険があ y ますので、絶対にしないでください。 
•給油が終了したら、給油□キヤッブを碏実に締めてください。キヤッブの締めが弱いと、移動等の時に灯油が 
漏れることがあ y ます。 



•燃料 （ W 油）が入つている場合 
〇点火前の注憲 

• 点検は必ず消火し、差込ブラグを抜いてか5行つてください。 

• 点火前に油漏れがないか確認してください。漏れていだ埋合は、点火前に販売店に c •相談ください。 

•吐出口を上げて傾けると、後部のタンクェ7—抜き管か5油が出ますので、注意してください。 

• ヒーターの周 y にほこ y やゴ5がついていないか点検してください。ほこ y やゴミが溜まつていた埋合は、掃除機で 
吸い取るか、軍手をはめ、ウェス等でほこ y 等を取 y 除いてください。 

•油タンク内の点検をしてください。油タンク内の底に水やゴミが溜まつていた堪合は、油タンクの插除をしてください。 

【保守と点検】参照。 

〇油置計について 

•機械の構造上、実際には灯油が残つていても油置計の〇表示までの目盛（赤い横棒）の範囲に針がくると燃料切れと 
な y ます。 
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【運転方法】 

參点火 


△注意 


•着火が確認され、炎が青火燃焼にな y 、 安定するまで、ヒーターから離れないでください。 


• スポットヒーターを水平で安定しだ場所に s きます。 

•スポットヒーターの吐出口前方 2.5 m 以上、空気取入口後方 2 m 以上、上方向 2 m 以上、左右各 2 m 以上の空間を空けて 
ください。 



•本体電源、運転スイッチが「切」になつていることを確認し、差込プラグをコンセントに差し込みます。 


か注意 


•本機の、電源は AC 100 V (卯〜 110 V 以内）で使用してください。 

•感電防止のため、アース（接地）をして S 使用ください。 

•本機は、使用周波数の指定があ y ます。周波数は必ず指定周波数でご使用ください。 


運転スイッチを「入」にします。 


運転ランブ（緑）が点灯し、10~15秒ほどで 
著火します。 



•着火後、約5分閫赤火燃焼をし、その後、青火燃焼に変わ y 、 燃焼を続けます。 

※購入後初めてのこ•使用や、長期閫使用しなかった場合、点火後、奥いが発生することがあ y ます。 
しばらく燃焼させると奧いは消えますので、換気を十分しながら使用してください。 


•吹き出し角度の調整 

• 热風の吹き出し角度を変え m い時は、吐出□横のノブを動かすことで 
上下約17度づつ調整できます。 



17度 
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參消火 


_隸意_ 

•消火操作をした時は、火が完全に消え、フアンが停止したことを確認してか5、離れてください。 

•燃焼及び消火作動中に（運転が完全に止まるまで）差込ブラグを抜かないでください。本体内部に灯油が残 y 、 
異常燃焼 • 火災 • 故障の原因にな y ます。 

•再点火する埋合は、運転ランブが消灯後、運転スイッチを「入」にしてください。 


•運転スイッチを「切」にします。 

(運転ランブ（緑色）が点滅） 

• 炎が消え、本体を冷やすだめに約3分間ファンが動き続けて 
消火が終了します。 

(運転ランブ（緑色）の点滅が消えます。） 

•完全!こ消火したことをしてから、差込プラグをコンセンドから 
抜いてください。 


【保守と点検】 

♦日常点検 


A 注意 


• 修理を依頼する埋合は、給油ポンブ等で油タンクから灯油を抜き取つてください。 


• 油タンク及び、本体外側に油漏れや油のにじみがないか確認してください。 

(油が漏れている埋合は、使用をしないで、修理にお出しください。） 

•機器本体にほこ y やごみが付着していないか確認してください。特に、空気取 y 入れ口、吐出□はしっか y 確認して 
ください。ほこり、こ•みが付着したまま使用すると、不完全燃焼や火災の原因にな y 、 危険です。 

♦シーズンに2回〜3回 

•油タンクの掃除をしてください0 

① 油量計で内容量を確認し、ストレーナーを外して、油タンク内の灯油と一緒にゴミや水等をポンプで吸い上げ、 
別の容器に全て移します。 

② ストレーナーを取付け、新しい灯油を入れ、給油□のふだをしっか y 締めてください。 

• 対震自動消火装置の作動点検をおこなってください。 

① 燃焼しているヒーターのハンドルを持ち、前後、または左右に揺すって 
ください。 

② 対匾自動消火装置が作動して、自動的に消火するか確認してください。 

③ 再点火する埋合は、運転ランブが消灯した後、運転スイッチを「切』にし、 

再度運転スイッチを「入」にしてください。 

④ 対震自動消火装匿が作動しない埋合や、再点火しない埋合は、販売店に 
こ•相談ください。 

♦運送について 

• 車に稿んで運ぶ埋合は、油タンクに入っている灯油を給油ポンプ等で抜いてください。灯油を抜かないと輸送時の 
振動等で灯油が漏れ出すおそれがあ y ます。 

♦長期間使用しない時（シーズン終了時等） 

•油タンクに残っている灯油を給油ポンプ等を使用して完全に抜き取ってください。 

(油タンクに灯油を入れたまま長期間使用しないと灯油質し、次回使用する時に着火しなかった y 、 不完全燃焼や、 
燃焼中に異臭を発生することがあ y ます。） 

• 本体外側の汚れは、中性洗剤を使ってスポンジや固く絞った柔らかい布で拭き取ってください。 

•給油口のキヤッブをしっか y 締め、本体にほこ y やごみが付かないよラにして、直射日光が当たらない風通しの 
良い埋所で保管してください。 
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こ•使用く E " さい。 


① 運転スイツチのパネルを止めてあるネジ （2 本）を外します。 

② 運転スイッチパネルを引き出し防水カパーを外します。基板右側に付いている 
白いポックスがヒュースポックスです。 

③ ヒューズボックスの上側カバーを取 y 外し、中のヒューズを交換します。 

④ 開いた手順の逆の手順でスイツチパネルを元に戻してください。 


ヒューズ交換の際は、必ず消火操作のあと、差込ブラグをコンセントから 
抜いてから行つてください。 


ーズの交換 


修理依頼する 


「危 j 表示まで給油しない 


給油量が多す舌る 


周囲温度が適切でない 


号）に入れ替える 


灯油 


〇 


変質した灯油、不純物の 
混ざつ;£灯油を使つている 


給油する 


〇 


油タンクに灯油がない 


安全装适が作動する原因を取 y 除く 


〇 


安全装置が作動している 


ーズの交換 


ーズが切れている 


〇 


指定周波数で使用する 


周波数が合っていない 


® 圧降下の原因を取し」除< 


〇 


電圧が低い 


電源の通電確認をする 


電源が入つていない 


トラブルの原因と対策 


燃焼炎が 


油が漏れる 


煙やススが出る 


着火してすぐ消える 







































































